
　

　

貨物輸送評価制度のねらい
■ 都は、運送事業者のエコドライブなどの日常的な
　 ＣＯ２削減の取組を評価し、星の数で「見える化」。

■ 評価された運送事業者が、受注機会拡大に向けて、
　 ＣＯ２削減の努力と実績をアピール。
■ 荷主企業が運送サービスを利用する際に、評価された
 　運送事業者が優先的に選択され、受注機会が拡大する
　 ことで、運送事業全体からのＣＯ２削減を図る。

評価を可能にした２つの世界一
1. 世界最大規模のデータ収集
都は、一般社団法人東京都トラック協会の協力を得て、
トラックの走行距離と給油量について、１ヵ月ごとに
集計した合計９６万台分のデータを集めました。
このデータ量は世界最大規模のものであり、
都だけが保有する貴重な運行データです。

2. 世界初のベンチマーク
都は、運行データの分析により、トラックを「車種」、
「燃料種」、「車両総重量」の別で６０区分に分類し、
区分ごとに燃費（km/L）を使って、ＣＯ２削減努力を
定量的に評価できる世界初のベンチマークを開発。
実走行燃費による評価が可能になりました。
５段階の評価区分で、事業者がより上位の評価取得
に取組む意欲を高めていきます。

「貨物輸送評価制度」評価取得事業者のＣＯ２排出量について

※第三者評価とは、東京都貨物輸送評価制度、グリーン・エコプロジェクト、
　ISO14001、グリーン経営、エコアクション 21 のいずれかを取得（参加）

東京都「貨物輸送評価制度」評価取得、「グリーン・
エコプロジェクト」参加など第三者評価※を受けた
事業者は、未取得事業者と比べてＣＯ２排出量が
約20％低く、日頃から積極的にエコドライブや
燃費管理に努めるなど環境負荷低減
（ＣＯ２排出削減）の取組が進んでいる事業者です。

問い合わせ先
東京都 環境局 環境改善部 自動車環境課
電話 03-5388-3497
東京都環境局ホームページ〈貨物輸送評価制度サイト〉
http://www.kankyo.metro.tokyo. jp/vehicle/sgw/nenpi-hyoka/nenpi-hyoka.html※石油系溶剤を含まない

　インキを使用してます。

東京都は、自動車からのＣＯ２排出削減対策として、環境負荷低減の取組が進んでいる
貨物運送事業者を実走行燃費で評価する“世界初”の「貨物輸送評価制度」を構築。

貨物輸送評価制度 評価取得事業者の推移
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第三者評価取得の有無によるＣＯ２排出量の違い
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根拠資料：「自動車環境管理実績報告書(平成24年度実績)」

0

50

100

150

200

250

300

350

65

43
7

75

65

9

105

72

15

127

88

14

137

106

21

108

48

70

37

18

106

77

52

47

19




